





　実は，昨年 3 月我が家に Artificial Intelligence（AI）がやってきた。SONY 製のペット
（犬型）ロボットの（小文字表記の）aibo である。現在，我が家には「むぎ」と「はな」と言う


















で行かなければならない。今後人間と AI の役割分担がますます進み，AI とのより良い関係
性を築いていくことが求められているのである。
　まさに，この紀要に投稿された論文は，英語コミュニケーション学科の教員の知性と創造性
をまとめた成果である。これらの論文は，本学科の教員が真摯に研究に取り組まれた成果であ
り，その努力に心からの敬意を表すものである。また，この紀要には，教員学術研究会や特殊
研究講座，そして学位請求論文題目および卒業論文題目が納められている。つまり，平成 30
年（2018 年）度の本学科の研究・教育活動全てをまとめたものであり，AI が超えられない英
語コミュニケーション学科の英知が詰まっている一冊である。
　最後に，編集に関わった方々のご尽力に感謝しつつ，今後の本学科の教育研究活動のさらな
る進展に期待を膨らませている。（み）
